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　食肉加工機械製造大手のなんつねは24日、大阪
市北区のザ・リッツ・カールトン大阪で創業100周年
記念祝賀会を開催。食品機械、小売、流通業などの
関係者多数が参集し、華やかに執り行われた。
　なんつねは1925年（大正14年）の創業以来、食
肉加工機械の製造・販売を行ってきた日本の食肉
機械製造のパイオニア。同社の歩みは、そのまま日本
の食肉加工機械の発展の歴史でもあり、フロントラン
ナーとして業界をリードする中で、近年は商品企画か
ら食肉製造ラインの提案、生産性向上に向けたコン
サルティングに至るまで一気通貫に手掛ける、機械
メーカーにとどまらない食品工場におけるトータルソ
リューションカンパニーとして業容を広げている。
　祝賀会では主要クライアント、パートナー企業をは
じめとする関係者多数が出席。式典の冒頭、登壇し
た南常之社長（上写真）は「当社の歴史は1925年、
創業者である南常治郎が南常刃物工作所を創業し、
刃物職人として独立したことから始まった。天才的な
刃物職人であった常治郎は、オランダのハムスライ
サーに使う丸刃の制作依頼を受けたことを機に、将
来、日本人も肉をたくさん食べる時代がやってくると
確信し、29年、日本で初めての食肉スライサーの開
発・販売を開始した」
　「その後、常治郎は54年に2代目社長の常男に事
業継承すると大阪・八尾に安国寺を建立。僧侶の道
を歩んだ。私もその教えを受けて昨年、得度した。２
代目は、数多くの食肉スライサーのヒット機を売り出
し、全国に販売代理店網を広げることに成功した。本
日も、長年支えていただいている販売代理店の皆さま
に出席いただいている。そして、86年には中国北京に
工場を建設。当時は、中小企業はもとより、パナソニッ
クですら中国に進出する前の時代だった」
　「89年には父である幸次郎が３代目社長に就任。
関東圏での販路拡大や海外展開を積極的に推し進
め、99年には韓国南常を設立し、さらに社業を発展
させた。しかしながら、これから事業拡大を目指す58
歳という若さで不慮の事故により急逝。2010年から
私が社長を務めさせていただいている。
　これまでは、食肉スライサーの製造・販売が中心

になっていた
が 、食を生み
出すプロセス
に貢献すると
いうミッション
の下、食品機
械販売に加え
て、オリジナル
のソーセージ
などの商品企
画や食品工場
のレイアウト提
案などを通じ
て、顧 客の利
益創造に貢献
をしている」
　「 このよう
に、100年にわ
たって事業が継続できたのは、ひとえに当社製品を
使ってくださるお客さま、そして製品作りに尽力いた
だいている関係各位のご支援のたまものだ」
　「なんつねは、これから101年目に向かっていく。
200年、300年と続く企業に成長していくためには、
数ある社会課題の何に着目し、どのように解決するか
が肝要。これからも当社はお客さまへの貢献を通じ、
引き続き社会課題の解決に尽力していく。今後も変
わらぬご支援、ご指導をお願い申し上げる。本日は創
業者常治郎の生誕125年目という節目の日でもある。
創業者が大切にしていた、周りから受けている恩を知
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り、その恩に報いるという“知恩報恩”を改めて胸に刻
みたいと思う」とあいさつ。
　その後、来賓祝辞として大川原行雄一般㈳日本食
品機械工業会会長（㈱大川原製作所社長=左頁上
から３番目）、フクシマガリレイ㈱の福島豪社長（右
上写真）、岡田一樹藤井寺市長（右下写真）がそれ
ぞれの立場から次の通り祝辞を述べた。
　大川原会長「(FOOMA JAPANを主催する)食品
機械工業会は創立77周年で正会員、賛助会員合わ
せて523社の大所帯だが、南社長には副会長を務め
ていただいている。昔、なんつねの２代目社長の常男
さんが日食工の副会長を務めていた頃、会に青年部
が作られ、私もその一員となり、あいさつに伺ったとこ
ろ、“頑張れよ、お前たちがやるんだぞ”と激励された
ことを思い出す。南社長には今後も率先して業界を
引っ張っていただき、日食工が100周年を迎える時に
も、今日のような立派な会が開かれるようにしていた
だきたい」
　福島社長「創業期から食文化も流通も、モノ作り
の形も大きく変化してきた中で、食肉加工機械のトッ
プメーカーとして、技術だけでなく、食の安全、現場
の声に正面から向き合い続けてこられた。歩んでこら
れた100年は、戦後の混乱、高度経済成長、バブル
崩壊、リーマンショック、コロナ禍と幾度となく困難に
直面しながらも、そのたびに現場を信じ、人を信じ、
技術を信じて乗り越えてこられた歴史。これからもそ
の背中で私たちの業界を引っ張り続けていただき、後
輩として、仲間として、ライバルとして、その背中を全
力で追い続けていきたい」
　岡田市長「藤井寺市として、市内の商工業発展、
雇用促進、さまざまな形で協力を賜っている。先日、
市役所にお越しいただいたが、食の未来に対して情
熱を持って取り組まれていることを改めて感じた。藤

井 寺 市 は
大 阪 で 一
番 小 さ な
市だが、大
阪 唯 一 の
世 界 遺 産
である百舌
鳥・古市古
墳群を擁し
ている。古
墳 の 中 に
は 多 数 の
埴 輪 が 発
掘されてい
るが、埴輪
を作った当
時 の 技 術
者集団は、

（なんつね本社が位置する）土師ノ里周辺に住み着
いていたとされる。改めてそうした古代から根付く歴
史とも関係があるのかと思いを馳せるところだ。先日、
大阪・関西万博が閉幕したが、大阪は未来社会に向
けて発信・発展をしていくところであり、本日のこの節
目を機に、ますます世界に向けて羽ばたいていかれる
ことを祈念申し上げる」
　その後は、㈱平井カンパニーの平井正生取締役会
長の乾杯発声で祝宴に。同社のこれまでの歩みなど
を紹介するプロモーションムービーをはじめ、まぐろ
の解体ショーや、お笑いタレントのさや香の漫才など
が披露され、華やかな雰囲気のまま盛況のうちに閉
会した。

　農水省動物検疫所は24日、リトアニアのクライペ
ダ州とテルシェイ州から日本向けに輸出される家禽
肉等の輸入を一時停止していると発表した。15日にク
ライペダ州の家禽飼養施設において高病原性鳥イン

フルエンザの発生を確認、また、同州の制限区域が、
隣接するテルシェイ州に及ぶことが確認されたことに
よる措置。

リトアニアで鳥フル、２州から家禽肉等輸入一時停止


